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山中樵（やまなか きこり ) 年譜
1882　福井県福井市佐佳枝上町に山中家の嫡男として生れる

1897　宮城県尋常中学校三年に転入学

1911　宮城県図書館司書

1915　新潟県立図書館設立事務調査・県立図書館司書

1917　新潟盲啞学校長

1919　盲人用点字図書室を公開

1927　台湾総督府図書館長

1929　台湾ラジオ放送（JFAK）から「図書館ニュース」を

　　　毎週一回放送（以後敗戦近くまで継続）

1942　皇民奉公会参事（文化部勤務）

1943　国民読書運動六ヶ年計画を策定

1944　図書館の蔵書 18 万冊余を近郊 4 ヶ所に疎開

1945　台北市方面委員、図書館博物館の接収を受ける。

　　　征用諮詢員として新中国図書館博物館の再建に協力

1947　仙台市に引き揚げる。11 月死去

『戦前期「外地」図書館資料集―台湾編』全十巻

　　編・解題ー春山 明哲
　　造　　本ー B6 判・糸上製函　総 3,940 頁　
　　価　　格ー全巻揃価 198,000 円

本書と連携する資料集

山中樵が図書館人としてのスタートを切ったのは、

宮城県立図書館の新館建設が開始された 1911（明治 44）
年であった。大正元年落成の新図書館の準備から初期の図

書館運営まで、山中は「近代図書館」の草創期に際会する。

本書に収められた山中の事蹟と人生とは、近代日本の

図書館史研究の好個の史料であるとともに、

内地と外地を包含する「帝国日本の蔵書空間」の

広がりを想像しうる資料。

内地においては宮城、新潟の
近代図書館建設者・山中樵

【全一巻】収録資料

『木山人山中樵の追想―図書館と共に三十六年』
（山中正編著／山中浩発行、1979 年）

山中樵｢一巻の書」
（『台湾日日新報一万号及創立三十週年記念講演集』同社、1929 年）

　　＊新たに詳細目次・解題を付す。


